
「BEEF UP!～家族に元気、地域に活気を!」を掲げ「近江焼肉ホルモンすだく」を運営する株式会社総合近江牛
商社(本社:滋賀県栗東市、代表取締役:西野立寛)は、JFL（日本フットボールリーグ）所属のサッカーチーム
「MIOびわこ滋賀」（拠点:滋賀県草津市・東近江市、代表取締役:権田五仁）と「鈴鹿ポイントゲッターズ」
（拠点:三重県鈴鹿市、代表取締役:吉田雅一）と2022年度のオフィシャルサプライヤー契約を締結し、ホーム
ゲームで選手や監督・コーチなどに焼肉弁当を提供いたします。

報道関係者各位

株式会社総合近江牛商社

滋賀県発祥の人気焼肉店「すだく」
地元サッカーチーム「MIOびわこ滋賀」「鈴鹿ポイントゲッターズ」２チームと

オフィシャルサプライヤー契約を締結
ホームゲームで選手や監督・コーチに焼肉弁当を提供、地域活性化目指す

◆ 取材についてのお問合せ先 ◆
「株式会社総合近江牛商社」広報事務局 担当=岡本 電話＝06-4708-3766 メール＝pr@raple.co.jp
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■焼肉弁当で地元サッカーチームを応援!地域に密着した店舗を目指す
「近江焼肉ホルモンすだく」は2019年1月、滋賀県JR守山駅前に1号店を出店しました。契約牧場直送の近江牛と地元

生産者が育てる近江米が看板メニューの焼肉店です。現在、滋賀県に11店舗ある県内最多の焼肉店で、関西を中心に北
海道から沖縄まで全国に36店舗を展開。コロナ禍の現在も全国に出店を加速し続けています。

「近江焼肉ホルモンすだく」の新たなブランドコンセプトを「BEEF UP!～家族に元気、地域に活気を!」と掲げ、近江牛焼
肉と注目の集まるスポーツをテーマに地域に密着したローカライズなFC展開を目指します。「BEEF UP!」とは、「強化する」と
いう意味の英語で、日常生活では「食べてパワーを増す」という意味でも使われる言葉です。

第1弾として、創業地である滋賀のJFLのサッカーチーム「MIOびわこ滋賀」と隣県の三重に拠点がある「鈴鹿ポイントゲッター
ズ」と2022年度のオフィシャルサプライヤー契約を締結し、ホームゲームで選手や監督、コーチ、スタッフに焼肉弁当を提供いた
します。スタミナのある焼肉弁当で両チームのJ3昇格を応援し、地域活性化に貢献いたします。
この取り組みではトップチームへのサポートだけではなく、下部組織のユースやジュニアユース年代の
選手とスクール生も対象にしており、近江牛の焼肉を食べてもらうことで子供たちの成⾧も応援します。
今後も、すだく出店地域と密接な関係にあるスポーツチームやアスリートの支援を通して、まちの皆様と
共に豊かな暮らしを実現させたいと考えております。

焼肉弁当(イメージ)

鈴鹿市が拠点の「鈴鹿ポイントゲッターズ」草津市・東近江市が拠点の「MIOびわこ滋賀」
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■協賛チームについて

チーム名: MIO（ミーオ）びわこ滋賀
ホームタウン:滋賀県草津市、東近江近江市
ホームスタジアム:布引グリーンスタジアム、水口スポーツの森
発 足:2006年
戦 績:JFL12位（17チーム中）
公式HP:https://www.mio-biwako.com/

2007年にJFLに昇格し、滋賀県初のJリーグ参入を目指す。

チーム名: 鈴鹿ポイントゲッターズ
ホームタウン:三重県鈴鹿市
ホームスタジアム:三重交通グランドスポーツの杜
発 足:2009年
戦 績:JFL4位（17チーム中）
公式HP:http://suzuka-un.co.jp/

J3昇格を見据え、鈴鹿サーキット横にスタジアムの建設がスタート。
2022年シーズンは三浦知良選手加入により注目度がアップ。

◆ 取材についてのお問合せ先 ◆
「株式会社総合近江牛商社」広報事務局 担当=岡本 電話＝06-4708-3766 メール＝pr@raple.co.jp

【 会社概要 】
社 名 : 株式会社総合近江牛商社
本 社 : 〒520-3031 滋賀県栗東市綣5-2-25
代表取締役: 西野 立寛
ウェブサイト : https://omigyucorp.co.jp/
事業内容 : 外食事業、フランチャイズ事業、中食事業、観光事業、食肉卸・食肉加工事業

是非、貴社媒体での掲載のご検討をお願い申し上げます。ご不明な点がございましたらお気軽にお尋ねくださいませ。

■「株式会社総合近江牛商社」について
2019年1月創業。「近江牛を多角的に世界一のブランドへ」を経営理念に、
焼肉店「近江焼肉ホルモンすだく」、ホルモン酒場「近江牛畜産」などの飲食
店を全国に36店舗を展開。提携牧場で当社用に肥育された近江牛を一頭
買いするほか、仲介を通さず滋賀県の食肉センターから直接仕入れ、セントラ
ルキッチンで集約して食肉加工することにより、高品質な近江牛を手頃な価
格で提供することができます。 1頭買いする近江牛の食品ロス削減や資源の
有効活用として、従来であれば商品化できず廃棄していた部位を使ったソー
セージ、ペットフード、牛脂を使った保湿石鹸などの商品を開発・販売し、
SDGsの達成にも貢献していきます。
焼肉店は通常の飲食店より換気設備が整っていることから、コロナ禍でも人気
が高く、2022年度は40店舗を出店予定。2026年にはIPO（新規上場）
を目指しています。

なまずと琵琶湖をモチーフにしたロゴとエンブレム

近江焼肉ホルモンすだく 守山店

2020年2月より新しくなったロゴとエンブレム


